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要 ᪨ 
国土地理院では，ウ࢙ブや携帯➃ᮎ用のアࣉリケ

ーࣙࢩン等での利用に㐺した地図データである「地

理院タイル」を提供するとともに，そのෆᐜを㜀ぴ

できるウ࢙ブ地図「地理院地図」を公開している．

しかし，これまでの地理院タイルは画像データが୺

であり，コンピࣗータで地図のෆᐜ（地≀の✀㢮や

ᒓ性情報等）をㄞみ取ったり地図のデࢨインを変更

したりすることはできなかった． 
そこで，2014 年度から行っている「国土地理院ベ

クトルタイル提供実験」の一⎔として，2019 年 7 月

29 日に，ベクトルタイルを用いて新たに⮬分で地図

をデࢨインできるウ࢙ブ地図「地理院地図 Vector（௬

⛠）」を試験的に公開した． 
ベクトルタイルは地図ෆᐜの機Ეุㄞが可能であ

り，ᒓ性್によって色やኴさ等スタイルの変更が可

能なことから，利用┠的に応じて地図のデࢨインを

変更することが可能になるなど，地理空間情報の活

用のᖜが広がることが期待される．地理院地図

Vector（௬⛠）は，フ࢓イルࢧイズがᑠさく，ウ࢙ブ

やス࣐࣍アࣉリでの利用により㐺したࣂイࢼリ形ᘧ

のベクトルタイルを表示するࢧイトであり，「空中写

真に地名等のみを重ねた地図」，「ⓑ地図」などをᐜ

易に作成することができることから，≉に防災分㔝

やᩍ⫱分㔝での活用を᝿定している． 
また，地理院地図 Vector（௬⛠）の公開と同時に，

ースコードを技術⪅向けのࢯイトをᵓ成するࢧ SNS
である「GitHub」に公開し，技術的に▱見のある利

用⪅からᣦ᦬や意見・要望等を㡬いた． 
今後は，ṧᏑするㄢ㢟の解決方法を検討し，2019

年度中の全国のベクトルタイル提供に向けて，ベク

トルタイルのデータ及びࢧイトのᨵ良を行っていく

予定である． 
 
1. はじめに 

国土地理院では，ウ࢙ブや携帯➃ᮎ用のアࣉリケ

ーࣙࢩン等（以下「ウ࢙ブやス࣐࣍アࣉリ」という．）

での利用に㐺した地図データである「地理院タイル」

を提供している．地理院タイルは，国土地理院が運

用 す る ウ ࢙ ブ 地 図 「 地 理 院 地 図 」

（https://maps.gsi.go.jp/）で㜀ぴすることができ，ᨻ

ᗓᶆ‽利用規約（➨ 2.0 ∧）に‽拠した「国土地理

院コンࢸンࢶ利用規約」（国土地理院，2016）に従い

ㄡでも⮬⏤に利用できる࢜ーࣉンデータである．地

図データを⮬⏤に利用できる⎔ቃを整備することで，

ᵝࠎな分㔝における地理空間情報を活用したࢧーࣅ

スの๰出につながる．  
現ᅾ，地理院タイルは，୺に画像形ᘧのタイル（以

下「画像タイル」という．）で提供されているが，国

土地理院では，防災やᩍ⫱等ᵝࠎな分㔝において，

ーズに合わせた地理院タイルのより高度な活用をࢽ

実現するため，ベクトル形ᘧのタイル（以下「ベク

トルタイル」という．）の提供とその㜀ぴ⎔ቃのᵓ⠏

を進めている．また，それらを「国土地理院ベクト

ルタイル提供実験」（国土地理院，2014）という形で

公開することで，外部の技術⪅からの技術的な提᱌

や一般利用⪅からのᨵၿ要望を受け取り，より㐺切

なベクトルタイルの提供方法の検討を行っている．

ベクトルタイルの提供に向けた取組は，2018 年度の

国土交㏻┬のὀ┠施策「国土交㏻フ࢛ーカス 2018」
（国土交㏻┬，2018）や生⏘性向上につながるඛ進

的な取組の施策「国土交㏻┬生⏘性㠉࿨ࣉロジ࢙ク

ト」（国土交㏻┬，2018）にも㑅定されている．本稿

では，ベクトルタイルに関するこれまでの取組，お

よび今年度に試験公開を開始した「地理院地図

Vector（௬⛠）」（以下「地理院地図 Vector」という．）

の現状と今後のᒎ望を⤂௓する． 
 
 ᑟධの⫼ᬒࣝ࢖タࣝࢺࢡ࣋ .2
2.1 ⌧ᅾの地⌮㝔タࣝ࢖ 
あらࡺる情報がインターࢿットを㏻じて取りᢅわ

れるようになるὶれの中で，タイル状に分๭した地

図データをインターࢿットから提供し，ウ࢙ブブラ

ウࢨ上でࢩームレスに㜀ぴすることのできる技術は

2000 年௦に実用化された．地図データをタイル状に

分๭することで，ウ࢙ブブラウࢨで地図を表示する

際，画面範囲ෆのタイルのみをㄞみ㎸めࡤ良いこと

から，データ㏻ಙ量を少なくでき，ࢧーࣂ側にも利

用⪅側にも負Ⲵをかけることなく高速な表示を実現

できる．国土地理院は早くも 2003 年に，ベクトル形

ᘧの地図タイルデータをウ࢙ブブラウࢨ上でࢩーム

レスに㜀ぴすることのできる「電Ꮚ国土 Web ࢸスࢩ

ム」の運用を開始した（大㔝ほか，2004）．当初公開

された電Ꮚ国土 Web ムはベクトルデータをࢸスࢩ
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ウ࢙ブブラウࢨ上でࢩームレスに㜀ぴできるという

非常に画期的なものではあったが，その一方で，

Internet Explorer のみで利用可能であったり，利用⪅

がᑓ用のࣉラࢢインࢯフトをインストールするᚲ要

があったりするなど，ࢩスࢸムのᬑ及という観点で

はㄢ㢟があった． 
これらのㄢ㢟を受け，その後の電Ꮚ国土 Web スࢩ

ム及びその後⥅となる地理院地図は，多くのウ࢙ࢸ

ブブラウࢨで利用可能で，かつᑓ用のࣉラࢢインの

インストールをᚲ要としないことを基本᮲௳として

開発を進めてきた．また，タイルデータについては，

ウ࢙ブ地図ࢧーࣅスで一般的に᥇用されている分๭

方法を᥇用することとした（బ⸨ほか，2012）．その

後，タイルデータの活用がより進むよう，タイルデ

ータのフ࢛ルࢲᵓ㐀の変更を行い，現ᅾでは XYZ 方

ᘧと࿧ࡤれるタイル分๭方ᘧを᥇用している．XYZ
方ᘧは，民間のウ࢙ブ地図ࢧーࣅスも含め広く一般

的に᥇用されているものであるため，地図を使った

ウ࢙ブやス࣐࣍アࣉリを開発する際に，ᐜ易に地理

院タイルを利用することができる． 
しかしながら，上㏙の「多くのウ࢙ブブラウࢨで

利用可能で，かつᑓ用のࣉラࢢインのインストール

をᚲ要としない」という᮲௳の下でᛌ㐺な地図㜀ぴ

を実現するには，XYZ 方ᘧを᥇用した 2010 年௦前

༙のウ࢙ブ技術ではᶆ‽地図（電Ꮚ地形図に㢮ఝし

たデࢨインの地図），ῐ色地図（ῐい色の地図）等の

୺な地理院タイルは，画像タイルであるᚲ要があっ

た．その一方で，画像タイルは，データの中に画像

のピクࢭルࡈとの色情報しか有していないため，コ

ンピࣗータࣉロࢢラムは，地図上でᥥ画された地≀

の✀㢮やᒓ性情報を把握してデータを加ᕤ，⦅㞟等

をする「機Ეุㄞ」を行うことは困難である（図-1a）．
また，画像タイルはウ࢙ブ上で利用⪅側が地図のデ

．インをカスタ࣐イズすることに関して制約があるࢨ

さらに，㺀等高線のないᶆ‽地図がḧしい㺁「ูの情

報を重ね合わせても見やすい色合いの地図にしてほ

しい」等のࢽーズもあるが，それに応えるためには，

とにಶูの画像タイルを作成するᚲ要があࡈーズࢽ

る． 

 
 ࣝ࢖タࣝࢺࢡ࣋ 2.2
一方で，ベクトル形ᘧのデータをタイル方ᘧにし

たベクトルタイルには，画像タイルとは異なり，道

路，㕲道，ᘓ≀といった地≀が，その఩置情報に加

え，✀㢮やᒓ性情報等も機Ეุㄞ可能な形で格⣡さ

れている（図-1b）．このため，機Ე的に地図のෆᐜ

をㄞみ取り，コンピࣗータ処理による高度な利用が

可能である．具体的には，利用⪅側で地≀の✀㢮に

応じて表示/非表示を設定したり，地図のデࢨインを

┠的に応じて変更したりすることができる（図-2）．
また，地図のซ౛を参↷することなく࣡ンクリック

で地≀のᒓ性情報を☜ㄆすることも可能である． 
ᨻᗓの「࢜ーࣉンデータ基本ᣦ㔪」（高度情報㏻ಙ

ット࣡ーク社会推進ᡓ␎本部・ᐁ民データ活用推ࢿ

進ᡓ␎会㆟，2017）においても，機Ეุㄞに㐺した

ᵓ㐀及びデータ形ᘧでデータを公開することがཎ๎

とされている．このような機Ეุㄞにඃれたベクト

ルタイルを࢜ーࣉンデータとして⮬⏤に利用できる

ような⎔ቃ整備を進めることで，これらのデータを

より高度に活用した๰意ᕤኵのなされた多ᵝなࢧー

  ．スの๰出が期待されるࣅ
また，国土地理院はこれまでもベクトル形ᘧの地

図データとして「ᩘ್地図（国土基本情報）」等を提

供してきているが，これらを利用するには，GIS ࢯ

フトウ࢙アのようなᑓ㛛的なࢯフトウ࢙アの‽備と，

GIS に関する一定のᑓ㛛▱㆑がᚲ要であった．これ

に対し，ベクトルタイルは，ウ࢙ブブラウࢨでᢅい

やすいタイル形ᘧで配ಙしているため，ベクトルタ

イルを表示する㜀ぴࢧイトを開発することにより，

インターࢿット⎔ቃさえ整っていれࡤ，一般的に使

用されているウ࢙ブブラウࢨのみで GIS フトウ࢙ࢯ

アがなくともㄡもが利用できることが大きな利点で

ある． 
ベクトルタイルの提供により，今後，国土地理院

の地図データ管理の効率化も期待できる．現ᅾ検討

中の௙ᵝでは，提供するベクトルタイル⮬体には地

図のデࢨインの情報を含まないこととしている．そ

して，デࢨイン設定用のフ࢓イルをベクトルタイル

とはูに用意することで，地図としてのᥥ画を行う．

これにより，このデࢨイン設定用のフ࢓イルをᕪし

᭰えるだけで，㸯つのベクトルタイルから，」ᩘの

地図表現を実現することができる（図-3）．౛えࡤ，

道路や㕲道の開㏻等で地図を更新する際には，画像

タイルの場合はᶆ‽地図やῐ色地図等，それࡒれの

タイルを再作成するᚲ要があったが，ベクトルタイ

ルの場合はタイルを 1 ✀㢮ಟ正すれࡤ⮬動的に利用

⪅側ですべてのデࢨインの地図が更新されることと

なる．また，利用⪅が」ᩘのデࢨインの地図を切り

᭰えて表示する場合においても，ベクトルタイルは

同一のものを利用しデࢨイン設定用のフ࢓イルを変

えるだけで，タイルデータの再ㄞみ㎸みを行うᚲ要

がない．このため，ࢧーࣂからのデータ配ಙ量もῶ

り，㏻ಙ㈝やࢧーࣂ運用㈝の๐ῶも期待できる． 
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図-1 画像タࣝ࢖（a）と࣋ࣝࢺࢡタࣝ࢖（b）の࣓࢖ーࢪ 

 

 
 

図-2 ࣋ࣝࢺࢡタࢆࣝ࢖用࡚࠸㸪┠ⓗにᛂじ࡚地図のデࢆࣥ࢖ࢨኚ᭦した౛ 
 

 
図-3 㜀覧࡛ࢺ࢖ࢧの地図表♧ࢫࢭࣟࣉにおける画像タࣝ࢖と࣋ࣝࢺࢡタࣝ࢖の㐪࠸ 

 
3. Mapbox Vector Tile のᑟධと地⌮㝔地図 Vector の

㛤Ⓨ 
3.1 Mapbox Vector Tile のᑟධ 

国土地理院では，2014 年度から，ベクトルタイル

の 1 つである GeoJSON 形ᘧのベクトルタイルの提

供実験を行ってきた．GeoJSON はࢩンࣉルな࢟ࢸス
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ト形ᘧでグ㏙されるためᢅいやすいデータ形ᘧでは

あるが，フ࢓イルࢧイズが大きいというḞ点がある．

また，現状では，GeoJSON ベクトルタイルをᢅうこ

とのできるウ࢙ブ地図ライブラリ（ウ࢙ブ地図ࢧイ

トをᵓ成するࣉロࢢラム⩌）が，国土地理院の地図

データのようなフ࢓イルࢧイズの大きい GeoJSON
ベクトルタイルを軽ᛌに表示することができない．

そのため，GeoJSON によるベクトルタイルを提供し

ても広く活用されないのではないかというᠱᛕがあ

った． 
このような状況を㋃まえ，国土地理院では 2018 年

度，新たなベクトルタイルのデータ形ᘧとして，ࣂ

イࢼリ形ᘧの「Mapbox Vector Tile」（Mapbox，2014）
を導入することを検討し，ᩘ ್地図（国土基本情報）

と同等の情報量をᣢつデータの試作を行った．ࣂイ

リ形ᘧのࢼ Mapbox Vector Tile は，GeoJSON ベクト

ルタイルと比㍑してフ࢓イルࢧイズが約 10 分の 1
とᑠさく，ウ࢙ブやス࣐࣍アࣉリでの利用により㐺

している．また，地図表示用のライブラリとしては，

「Mapbox GL JS」（Mapbox，2014）を利用すること

とした． 
Mapbox Vector Tile と Mapbox GL JS は，イࢠリス

陸地測量部（日本の国土地理院に┦当する機関）の

ウ࢙ブ地図ࢧーࣅスである OS Open Zoomstack
（Ordnance Survey，2019）にも᥇用される等，ベク

トルタイル及びその㜀ぴࢧイトのୡ⏺的なデフ࢓ク

トスタンࢲードになりつつある．また，Mapbox 
Vector Tileは࢜ーࣉンなデータ形ᘧであるため，β ࠎ

なウ࢙ブやス࣐࣍アࣉリで利用することができる．  
 

3.2 地⌮㝔地図 Vector の㛤Ⓨ 
上グを㋃まえ，2018 年度から，Mapbox Vector Tile

を地図表示する地図㜀ぴࢧイトの開発に着手し，

2019 年 7 月 29 日 か ら 地 理 院 地 図 Vector
（https://maps.gsi.go.jp/vector/）として関東地方の一

部地域のデータを試験公開した（図-4）． 
地理院地図 Vector では， ライブラリにඛ㏙の

Mapbox GL JS を利用し，Mapbox Vector Tile の利点

を生かし，ࢧイトの利用⪅が┠的に応じて地図をデ

，ࡤインすることができるようになっている．౛えࢨ

図-2 で示したようなⓑ地図や，空中写真に地名等の

みを重ねた地図を簡༢に作成できることから，≉に

Ꮫᰯのᤵ業やኟఇみの⮬⏤◊✲等のᩍ⫱分㔝や，地

域の地形を▱る等の防災分㔝での活用が期待される． 
以下に，開発のヲ⣽についてグ載する． 
 

 
図-4 地⌮㝔地図 Vector の表♧࣓࢖ーࢪ 
 
3.2.1 試験බ㛤๓（2018 ᖺᗘ㹼2019 ᖺ 7 ᭶ 29 ᪥） 
 2018 年度に地理院地図 Vector のཎᆺをᵓ⠏し，

Mapbox Vector Tile の地図表示，地≀のᒓ性情報の表

示，地図のデࢨインの⦅㞟と保Ꮡ，地図画面の回㌿

及び㫽▔表示等の機能を実装した．同時期に，元と

なるデータである「ᩘ್地図（国土基本情報）」等か

ら Mapbox Vector Tile を作成するためのࣉロࢢラム

⩌をまとめたࢶール（以下「タイル作成ࢶール」と

いう．）及びタイル作成ࢶールが動作する⎔ቃのᵓ⠏

を行い，定常的に Mapbox Vector Tile の作成が行える

⎔ቃを整備した．なお，タイル作成には」ᩘのᕤ程

があり，フ࢓イルのᅽ縮㸭解෾及びᣑᙇᏊの変換，

タイル༢఩への分๭㸭結合を⧞り返して最終的に

Mapbox Vector Tile が出来上がる． 
2018 年度ᮎ時点での最大のㄢ㢟としては，地≀を

ᥥ画する際に道路等の㝵ᒙᵓ㐀を電Ꮚ地形図 25000
図ᘧ等に従い表現しようとすると，初期表示に時間

がかかり実用的でないことであった．そこで，㝵ᒙ

ᵓ㐀の表現を最ప㝈にしたものから可能な㝈り図ᘧ

を再現したものまでᩘ✀㢮のࣃターンを試作し，初

期表示にかかる時間を含めた᧯作性と実現できる地

図表現のࣂランスを検証した結果ࠊ現ᅾの試験公開

では㝵ᒙᵓ㐀の表現を最ప㝈にとどめて初期表示を

速めたᥥ画とした（図-5）． 
 このほか，地理院地図と地理院地図 Vector とで表

示範囲と情報量が同一になるような調整を行った．

地理院地図では 1 タイルが 256�256 ピクࢭルであ

るのに対し，Mapbox Vector Tile は 1 タイルが 512�
512 ピクࢭルであることから，画面上の表示範囲と

地図の情報量を同一にするにはズームレベルを 1 だ

けࡎらして地図データを作成するᚲ要がある．図-6
はこの調整を行った後の，地理院地図におけるズー

ムレベル 16 の地図と地理院地図 Vector におけるズ

ームレベル 15 の地図を並べたものである． 
なお，試験公開の際は，開発した地図㜀ぴࢧイト

をᵓ成しているࢯースコードを GitHub 上にㄡでも

利用可能な形で公開した（国土地理院，2019）． 
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図-5 道㊰の㝵ᒙᵓ㐀の౛（ᕥ図は㝵ᒙᵓ㐀ࢆ㔜ࢇじたࡶ

の㸪ྑ図はᥥ画㏿ᗘࢆ㏿めたࡶの） 
 

 
図-6 地⌮㝔地図とྠじ⠊ᅖ࣭᝟ሗ量ࢆ表♧ࡏࡉた౛ 
 
3.2.2 試験බ㛤ᚋ（2019 ᖺ 7 ᭶ 29 ᪥㹼） 
 試験公開を始めてから，ウ࢙ブࢧイトや SNS
（twitter，GitHub 等）において一般の利用⪅からも

཯響があり，地理院地図 Vector を用いて⊂⮬にデࢨ

インされた地図を作成するケース，地理院地図

Vector のࢯースコードを用いた⊂⮬のウ࢙ブ地図ᵓ

⠏を行ったケース等が見られた．≉に GitHub の

Issues（一般の利用⪅もᢞ稿可能なࣉ， ロࢢラムのㄢ

㢟をスレッド形ᘧで管理できる GitHub の機能の㸯

つ）においては，技術的な▱見のある利用⪅からの

のᣦ᦬やそのಟ正方法の提᱌，機能㏣加・ᨵ良ࢢࣂ

の要望等がᐤせられた．それらを受け，データのࣂ

イルのಟ正など，㏲ḟ࢓イン設定用フࢨಟ正，デࢢ

ᨵ良を進めている．現ᅾの試験公開の範囲は関東地

域の約 3 ୓ km2（20 ୓分 1 地ໃ図「Ᏹ㒔ᐑ」「水ᡞ」

「⏥ᗓ」「東ி」「千ⴥ」の範囲．縮ᑻによっては，

その࿘㎶も提供．）であるが，タイル作成ࢶールを高

速化させたうえで，今後，全国に㡰ḟ範囲のᣑ大を

予定している． 
また，国土地理院から利用⪅や関係機関に対する

ാきかけとしては，FOSS4G 2019 Niigata やᩍ⫱機関

等でのㅮ₇，地理院地図ࣃートࢼーࢿット࣡ーク会

㆟等において，地理院地図 Vector の࿘▱や機能の⤂

௓を行う等の広報活動を行っている． 
 
4.地⌮㝔地図 Vector のㄢ㢟 

現ᅾㄆ㆑している地理院地図 Vector のㄢ㢟として，

イトの᧯作性の向上及びデータ表示の際に㉳こるࢧ

ၥ㢟への対処がᣲげられる． 
前㏙のように，地理院地図VectorにおいてMapbox 

Vector Tile を，現ᅾの地理院地図の「ᶆ‽地図」で表

現されている」㞧な㝵ᒙᵓ㐀を表現しようとすると，

イト㉳動時の地図ᥥ画がᴟ➃に㐜くなる．画像タࢧ

イルの場合は，あらかじめこれらの㝵ᒙやᥥ画のᵓ

㐀を㐺用したものを画像タイルとして提供しており，

データ利用⪅側のࢯࣃコンやス࣐ートフ࢛ン，タブ

レットではᥥ画処理を行わないため，利用⪅側で負

担をឤじることがなかったが，一方でベクトルタイ

ルでは，データ利用⪅側のブラウࢨ上でᥥ画処理を

行うため，㝵ᒙやᥥ画のᵓ㐀が」㞧であるほどその

処理に時間がかかることとなり，データ利用⪅はᛌ

㐺に地図を㜀ぴすることができない． 
また，地図上のᩥᏐのᥥ画に利用される日本ㄒ用

フ࢛ントフ࢓イルのフ࢓イルࢧイズが大きいことも

㜀ぴࢧイト㉳動時のᥥ画㐜ᘏの一ᅉとなっている．

᪤に利用⪅のコンピࣗータに搭載されているフ࢛ン

トを利用してᩥᏐをᥥ画すれࡤ，データ㌿送量が๐

ῶでき，㉳動がⱝᖸ速くなるが，現状ではᏐ体の崩

れが発生してしまうというၥ㢟がある． 
これまで地理院地図 Vector を使っていただいた利

用⪅からは，高ホ౯の意見も多くఛっている一方で，

「デࢨイン設定が」㞧なため利用⪅が表現を変更す

るには᰿Ẽがᚲ要」「ࢧイトが多機能すࡂて使いこな

せない」というឤ᝿も㡬いている．ベクトルタイル

をより活用していただくためにも，利用⪅がより簡

༢にデࢨインの設定が行うことができたり，使いた

い機能へのアクࣅࢩࢭリ࢕ࢸを高めるなど，更なる

 ．イトの᧯作性の向上がᚲ要であるࢧ
また現時点において，立体交ᕪの表現や௦表点ᒓ

性をᣢたないὀグが実際の地≀の఩置から離れた఩

置に表示される等，地図表現のためだけでなく，ベ

クトルタイルとしての≉性を生かしきれていないよ

うなㄢ㢟も多くṧっている．これらのㄢ㢟について

は現ᅾの技術では解決が困難なものも多いが，今後

の技術動向を☜ㄆしつつ，ベクトルタイルの利用ᣑ

大や利用⪅の利便性の向上のためにも，引き⥆きこ

れらのㄢ㢟の解決に取り組ࢇでいく． 
 

5. おわりに 
地理院地図 Vector は，ベクトルタイルを用いて新

たに⮬分で地図をデࢨインできるウ࢙ブ地図であり，

≉に防災分㔝やᩍ⫱分㔝での活用が期待される．ま

た，Mapbox Vector Tile 形ᘧの地理院タイルが，地理

院地図 Vector のみならࡎ，他機関のᵝࠎな分㔝のウ

࢙ブやス࣐࣍アࣉリにおいて，ࢽーズに応じた利用

が広がることが期待される．今後，本稿にグ載した

ㄢ㢟の解決方法を検討し，2019 年度中の全国のベク

トルタイル提供に向けてベクトルタイルのデータの
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整備及び㜀ぴࢧイトのᨵ良を行っていく予定である． 
国土地理院では，より使いやすい形でベクトルタ

イルを提供するとともに，地理院地図 Vector を含む

これらベクトルタイルに関連した施策を࿘▱してい

く．これらの取組により，ベクトルタイルの利便性

が広くㄆ▱され，ᵝࠎな分㔝において，ベクトルタ

イルをより高度に活用した多ᵝなࢧーࣅスが๰出さ

れることを期待している． 
（公開日：令和元年 12 月 27 日） 

 
ཧ ⪃ ᩥ ⊩ 

高度情報㏻ಙࢿット࣡ーク社会推進ᡓ␎本部・ᐁ民データ活用推進ᡓ␎会㆟（2017）：࢜ーࣉンデータ基本ᣦ

㔪，https://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/kettei/pdf/20170530/kihonsisin.pdf (accessed 29 October. 2019)． 
国土地理院（2014）：国土地理院ベクトルタイル提供実験，https://github.com/gsi-cyberjapan/vector-tile-experiment  

(accessed 29 October. 2019) 
国土地理院（2016）：国土地理院コンࢸンࢶ利用規約，https://www.gsi.go.jp/kikakuchousei/kikakuchousei40182.html 

(accessed 6 November. 2019) 
国土地理院（2019）：地理院地図 Vector（௬⛠）提供実験，https://github.com/gsi-cyberjapan/gsimaps-vector-

experiment (accessed 29 October. 2019)． 
国土交㏻┬（2018）：国土交㏻フ࢛ーカス㸰０㸯㸶，https://www.mlit.go.jp/report/press/sogo08_hh_000132.html 

(accessed 29 October. 2019)．  
国土交㏻┬（2018）：国土交㏻┬生⏘性㠉࿨ࣉロジ࢙クト㹙➨㸲∧㹛，https://www.mlit.go.jp/common/001245545.pdf 

(accessed 29 October. 2019)． 
Mapbox（2014）：Vector tile specification，https://docs.mapbox.com/vector-tiles/specification/ (accessed 29 October. 

2019)． 
Mapbox（2014）： Mapbox GL JS，https://docs.mapbox.com/mapbox-gl-js/ (accessed 29 October. 2019)． 
大㔝⿱ᖾ，明㔝和ᙪ，ஂᯇᩥ⏨，▼関㝯ᖾ（2004）：電Ꮚ国土 Web  ．ム，国土地理院時報，104，25-32ࢸスࢩ
Ordnance Survey（2019）：OS Open Zoomstack，https://www.ordnancesurvey.co.uk/business-government/products/open-

zoomstack (accessed 29 October. 2019)． 
బ⸨ኊ⣖，㣤田๛㍜，⚄田ὒྐ，土国Ꮚ電：（2102）ᾈ⸩బ，和⚽㔝ᫍ，Ꮚᕼᝆᶲ，一ᬒ本‮ Web ムのࢸスࢩ

࢜ーࣉンࢯースࢯフトウ࢙アを利用したᨵ良及びࢯースコードの公開，平成 23 年度調査◊✲年報，39-42． 
 

148 国土地理院時報 2019 No.132 

This document is provided by JAXA.




